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中国福建標準砂の三軸試験による液状化強度Ⅰ'
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1. は じ め に

異なった2国の間でも将来,相互の動的土質試験の結

果を交換し,比較検討できるようにするためには,動的

土質試験法の必要で可能な部分での共通化をすることが

望まれる.三軸試験での砂の非排水繰返しせん断強度(い

わゆる液状化強度)は,試験機 ･試験法の詳細の違いに

よって大きくその値が左右されてしまい,同一の状態(同

一の密度,拘束圧等)にある同一の砂を用いた同種の動

的実験でも,異なった国で同一の結果が得られるという

保証は残念ながらまだ十分にはない.今回,第一筆者が

生産技術研究所に外国人招へい研究員として訪問する機

会を得たので,中国で広く標準砂として用いられている

福建砂を用いた非排水繰返し三軸試験を当研究所で行う

ことになった.実験そのものは標準的なものであるが,

一連の実験から福建砂の液状化強度特性をある程度明確

にすることができた.この実験結果は,将来,(1)両国

で行われる多種の土の非排水繰返し三軸試験の結果の同

一レベルでの比較検討を可能にし,(2)できうれば,両

国の非排水繰返し三軸試験法の必要で可能な部分での共

通化のための貴重な資料となるものと思われる.

(a) 福建砂

2.実験砂の物理特性

福建 (FuJian)砂の粒度特性等の物理特性は図-1に示

してある.福建砂を用いた実験結果は,同一の試験機を

用いて得られたつぎの2種の日本の砂の実験結果と比較

することにしたので,その物理特性も同時に示す.

(1) 豊浦 (とようら,Toyoura)砂.これは広く日

本で標準砂として動的土質試験に用いられてきた.

(2) 浅間山(せんをヂんやま,Sengenyama)砂.これ

は千葉県産の山砂で,東京湾周辺で埋立材料として広く

用いられてきた.

写真-1はこの3つの砂の粒子の拡大写真であり,福建
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図-1 福建砂･豊浦砂･浅間山砂の物理特性

(ら) 豊浦砂 (C) 浅間山砂

写真-1粒子近接写真
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